
核被災、システムのレジリエンスと在来知
― 福島とマーシャル諸島を比較する視点から ―
2016. 8.31 13:00-17:00　Seminar Room 3・4, RIHN
地球研・小規模経済プロジェクトでは、そのサブ・プロジェクトのひとつとして、福島県内における小規模農家のイン
タビューを中心に、東日本大震災と福島第一原発事故後に小規模コミュニティが直面している困難とその対応について
聞き取りを進めてきました。今回、プロジェクトメンバーのバーバラ・ローズ・ジョンストン博士が来日するに際し、マー
シャル諸島での比較研究を含めたこれまでの研究成果発表をかねて、中原 IS（「放射能汚染地の暮らしの再生 -異なる
立場の相互理解を目指して」）と合同で、下記の研究会を開催します。

13:00-13:30  Introduction: Nuclear Disasters and Small-Scale Communities
Prof. Junko Habu / RIHN & University of California, Berkeley
はじめに ―核被災と小規模コミュニティ―   羽生淳子（地球研＆カリフォルニア大学バークレー校）

13:30-14:30  Making New Home and Denying Inherited Home: The Rongelap People Reconstruct 
Their Life with Food 　　Prof. Satoe Nakahara / Chukyo University
故郷を拒否して「故郷」を創る ―食で暮らしを立て直すロンゲラップの人々―  中原聖乃（中京大学）

14:30-14:45  Break　休憩

14:45-15:45  Environment, Health, and Human Rights: Current Challenges and Adaptive 
   Responses in the Marshall Islands 　Prof. Barbara Rose Johnston/Center for Political Ecology

& Michigan State University   / 環境・健康・人権―マーシャル諸島における今なお続く困難とその対応―
バーバラ・ローズ・ジョンストン（米国、政治生態学センター&ミシガン州立大学）

15:45-16:00  Break 休憩

16:00-17:00  Discussion 総合討論

Nuclear Disasters, Systemic Resilience, 
and the Power of Traditional Ecological Knowledge 
- Comparative Studies and Emerging Experiences in Fukushima and 
the Marshall Islands

申込不要・日本語逐語通訳あり
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Hydrogen bomb detonation
over Enewetak, 1952.  US
Government declassified 
photo, 1952.
エニウェトク環礁での水爆実験
米政府公開1952年

Small-scale Economies Project Workshop
小規模経済プロジェクト研究会


